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要旨

パーキンソン病は運動症状に加えて非運動症状が存在し、その中でも精神症状は高頻度

に合併することが知られている。さらに、精神的ストレスはパーキンソン病患者の精神症状

のみならず、運動症状の発現に密接に関連していると考えられている。我々は、精神的スト

レスの指標として近年用いられている唾液αアミラーゼを用いて、パーキンソン病患者に

対する予備的検討を行った。対象は徳島病院に入院中のパーキンソン病患者 14 名（パーキ

ンソン病群）と徳島病院に勤務する医療従事者 7名（健常群）である。パーキンソン病群の

唾液αアミラーゼ値は平均（95％CI）＝81.93（65.33～98.53）KU/L であり、健常群は平均

（95％CI）＝17.21（13.00～21.42）KU/L であった。また、パーキンソン病患者と健常者各

１名の 3 週間の間の日間変動を見たところ、パーキンソン病患者 A は 305-172-69-25-305

（KU/L）、健常者 B は 17-17-28-24-36（KU/L）と推移していた。このことから、少なくとも

パーキンソン病患者において唾液αアミラーゼ活性が上昇している者が存在することが示

唆された。この結果を踏まえ、今後の研究の展開として三段階の研究を考案した。第一研究

ではパーキンソン病における唾液αアミラーゼの分泌動態の検討、第二研究ではパーキン

ソン病患者の唾液αアミラーゼと精神的ストレスとの関係の検討、第三研究では自律神経

障害をきたす変性疾患における唾液αアミラーゼの意義の検討を進めていく。
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はじめに

慢性進行性の神経難病であるパーキンソ

ン病は、運動症状に加えて非運動症状が存

在することが知られている。非運動症状の

中で、うつや不安およびアパシーといった

種々の精神症状は高頻度に合併しており、

特に抑うつ症状は約 40％のパーキンソン病

患者に認められたとの報告がなされている
１）。そして、精神的ストレスは、パーキンソ

ン病患者の精神症状のみならず、運動症状

の発現に密接に関連していると考えられて

いる。しかしながら、精神的ストレスの客

観的、定量的な評価はほとんど行われてい

ないのが現状である。一方で、近年は唾液

αアミラーゼが精神的ストレスを反映する

指標として注目されている。αアミラーゼ

とは、動物の唾液や膵臓に含まれる消化酵

素である。そのうち、唾液αアミラーゼの

分泌は交感神経系の直接的および間接的支

配を受けている。我々は、精神的ストレス

との関係が取り上げられているパーキンソ
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ン病患者を対象に、予備的検討として唾液

αアミラーゼ測定を行った。さらに、パー

キンソン病患者における唾液αアミラーゼ

活性の臨床的意義を検討していくために今

後どのように研究を発展させていくかにつ

いて考察した。

対象と方法

対象は徳島病院に入院中のパーキンソン

病患者 14 名（パーキンソン病群）と徳島病

院に勤務する医療従事者 7 名（健常群）で

ある。唾液αアミラーゼの測定は、唾液ア

ミラーゼモニター（NIPRO 社製）を使用した。

唾液アミラーゼモニターは、唾液採取チッ

プの先端部を舌下に 30 秒～1 分程度入れ、

唾液αアミラーゼ活性を測定するものであ

る。ストレス度合いの目安として、0～

30KU/L ではストレスがなく、31KU/L 以上は

ストレスがあるとされており、数値が上昇

するにつれて強いストレスを持っていると

判断される。本研究では、唾液αアミラー

ゼ値の日間変動を併せて調査するため、パ

ーキンソン病患者と健常者各１名（パーキ

ンソン病患者 A，健常者 B）に対して 3 週間

の間に 5 回の測定を行った。

結 果

パーキンソン病群のアミラーゼ値は平均

（95％CI）＝81.93（65.33～98.53）KU/L で

あり、健常群は平均（95％CI）＝17.21（13.00

～21.42）KU/L であった（表 1）。パーキン

ソン病患者 1 名（A）と健常者 1 名（B）の

3週間の間の日間変動を比較した結果、パー

キンソン病患者 A は 305-172-69-25-305

（KU/L）と推移し、健常者 B は 17-17-28-

24-36（KU/L）と推移していた（図 1）。

考 察

我々は、パーキンソン病患者に対して唾

液αアミラーゼ測定を実施し、同患者の精

神的ストレスの客観的・定量的評価を試み

た。その結果、健常者と比べるとパーキン

ソン病患者の唾液αアミラーゼ値は高く、

日間変動も大きい可能性が示唆された。

唾液αアミラーゼは急性および慢性精神

的ストレスの評価として有用である 2）～5）。

唾液アミラーゼモニターによる測定は非侵

襲的であり、随時性や即時性、簡便性に優

れていることから幅広い場面や対象者に対

して実施が可能である。しかしながら、そ

の対象は健常者に対するものが多く、疾患

を持つ患者に対してアプローチされている

ものは少ない 6）～9）。本研究ではパーキンソ

ン病患者を対象に予備的に調査した結果、

少なくとも同患者において唾液αアミラー

ゼ活性が上昇している者が存在することが

示された。今後は被験者を増やし条件を統

制してデータ収集を行っていく必要がある

と考えられる。そこで、今回の結果を踏ま

え、我々は 3 段階の研究を考案し、実施を

試みることとした。

まず、第一研究としてパーキンソン病患

者における唾液αアミラーゼ分泌動態の探

索である。本研究で示唆されたパーキンソ

ン病患者の唾液αアミラーゼ分泌動態は同

疾患に特異的な変化であるか否かを探るた

めに、健常者や他の神経難病患者（進行性

核上性麻痺、多系統委縮症）との比較を行

う。さらに、パーキンソン病の重症度との

関係および日内変動や日間変動を検討する。

第二研究は、パーキンソン病における唾液

αアミラーゼ活性と精神的ストレスの関係

を検討する。健常者に対する精神的ストレ

スの評価として用いられている唾液αアミ

ラーゼが、パーキンソン病患者においても

同様に用いることが可能か否かを調査する

ため、他の精神的ストレス指標との関係を

調査する。具体的には、自覚的ストレスの

程度について 0-10 で回答させる NRS

（Numerical Rating Scale）及び気分の主

観的評価である POMS2 日本語版を実施する。

第三研究では、パーキンソン病における唾

液αアミラーゼ活性と自律神経機能との関

係について検討する。パーキンソン病では

交感神経活動が障害される 10）11)。特に、起

立性低血圧の頻度は 30〜58％であり、運動

症状が重度であるほど合併しやすいことか

ら、進行したパーキンソン病では交感神経

障害は必発症状といえる 12）13)。このことか

ら、パーキンソン病患者では心・血管運動

神経系の交感神経活動は低下していること

がわかるものの、唾液腺分泌に関係した交

感神経活動は亢進あるいは低下するか否か

は不明である。このことを調査するために、
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唾液αアミラーゼ分泌刺激として寒冷昇圧

試験を実施する。寒冷昇圧試験では、健常

者は寒冷負荷によって交感神経が興奮し、

血圧の上昇や唾液αアミラーゼ値が上昇す

ることが明らかとなっている 14）15)。パーキ

ンソン病でも同様の結果が起こり得るか否

かを調査することで、自律神経障害をきた

す変性疾患における唾液αアミラーゼの意

義を検討していく。
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表 1 パーキンソン病群と健常群の唾液αアミラーゼ平均値

平均（95％CI）
パーキンソン病群（n=14） 81.93（65.33～98.53）KU/L

健常群（n=7） 17.21（13.00～21.42）KU/L

図 1 パーキンソン病患者と健常者の唾液αアミラーゼ値の推移


